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株式会社あめつちかえる

Regeneration Base TSUKIGASE

あめつちかえる
ときめきウエルネス事業
月巡（つきめぐり）のご紹介

アグリフードEXPOにご来場のバイヤーの皆さま

本資料は、
アグリフードEXPOご来場バイヤーの皆さまへ向けた参考資料です。
当日は、別途パンフレットを配布いたします。
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石見亜紀子

Before
✓ 外資系広告代理店（代理店3社勤務）
✓ マーケティングコンサル（インテグレート）

✓ マーケティングプランナーとして、多くの企
業のマーケティング・ブランディングに従事

代表：石見亜紀子（いわみあきこ） 関東生まれ・関東育ち
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After
✓ Local Coop大和高原
✓ 奈良市地域おこし協力隊
✓ マーケティングプランナー
✓ ㈱あめつちかえる 起業

5年前に奈良市月ヶ瀬に移住
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広告代理店時代
こんな体験をしました。

起業への想い
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メディア環境変化広告業界は斜陽化
追い打ちをかける景気変動
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都会で時間に追われるように
働いてきて、

心身共に疲れきっていた
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驚くほど楽しく心が解放された耕作放棄地の開墾作業
土地固有の大豆の種を植えて収穫し、味噌作り

お金を払ってする地域での活動は、心を癒すパワースポットになった

▼

頑張って疲れた都市生活者に、この体験を届けたい！
地域の自然や文化に触れ、地域と交流できる体験を。
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コミュニティフォレスト
理想の森のサグラダファミリアに
手を入れていない荒れた林を使って、月ヶ瀬の生物多様性、環境再生型農業
森の再生（大地の再生、土中環境改善）、里山の暮らしの知恵、
伝統産業等の文化をワークショップを通じて学べ、

地域の方々とも交流できる実験的拠点（宿泊機能、カフェ機能つき）を立ち上げて、自然や環境に興味の
ある方々に定期的に通っていただく。
ときめくようなウエルネス体験を通じて、人も、地球も再生していく

７０００㎡の森付物件を購入
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【企業ビジョン】

ミッション：都市と里山をつなぎ、人と地球を再生する

ビジョン：1000年先も豊かな里山を。月ヶ瀬から世界へ。

バリュー：

Regeneration（再生）

Nature Positive（自然再興）

Co-creation（共創）

Upcycle & Circulation（循環の知恵）
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ときめきウエルネス

和ハーブの聖地・月ヶ瀬から

清冽な空気のなか味わう大地の恵み、
1000年伝わる里山の文化
都市では味わえない豊かな時間に、ゆったりと身をゆだね
心身ともにウエルビーイングな私を取り戻す。
こころときめくようなウェルネス体験を！

代表的和ハーブである
梅・お茶の名産地・その他の和ハーブも豊富

和ハーブによる、ウエルネス体験
和ハーブ協会の法人会員
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ametsuchikaeru.jp

Press release

ときめきを

辿ったら、
月ヶ瀬でした。

都市と里山をつないで、地球と人をRegenerationする

ここは和ハーブの聖地・奈良・月ヶ瀬
7000㎡の森付き古民家を拠点に

1000年の歴史を持つ里山から
『こころがときめくウエルネス体験』を、おとどけします
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STORY

ときめきを
辿ったら、
月ヶ瀬でした。

予定になかった景色。
忘れていた感覚。
理屈ではない胸の高鳴り。

都会の喧騒を離れたその先にあったのは、
月ヶ瀬という里山でした。

朝は、雲海に浮かぶ梅林。
昼は、桜と空を渡る鳥の影。
新緑の茶畑で、一葉に集中する静かな時間。
夜は、窓辺を訪ねる小さな命。
ここでは自然が主役。

花が咲き、色が移り、実がなる。
里山は、季節ごとに表情を変える。
鑑賞する場所ではなく、感性を取り戻す場所。
人生のときめきを思い出す場所。

少しだけ、がんばりすぎた心へ。
刺激ではなく、ときめきを。

心がときめくウエルネス体験を、ここで。

ときめきウエルネス
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【月ヶ瀬というフィールド】

奈良県東北端。

月ヶ瀬から伊賀に抜ける街道を持つ
西と東が出会う場所

多用な文化が交わる場として栄えた
国内有数の歴史ある土地

大和高原の一角
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【月ヶ瀬というフィールド】

太古、古琵琶湖の湖底にあったこの地は、
奈良時代から大寺院の荘園地として都を支え
後醍醐天皇の時代に、村に伝わった❝烏梅❞をきっかけに
早春、渓谷一面を白く染める梅渓へとつながりました。

国の名勝第一号・月ヶ瀬梅渓は
江戸時代から文人墨客が競って訪れ、多くの書画が今に伝わります。

奈良晒、急峻な地形を生かした大和茶畑
国内唯一の烏梅農家。
田畑、和ハーブ、ジビエなどの山の恵み。

この地には、1000年息づいてきた独自の文化と
自然の中で里山とともに育まれてきた暮らしがあります。
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【ターゲット層】
〇Primary Target：

日々仕事に追われ頑張っている都市で暮らす女性：

35歳ー50代 フルタイム有職女性（特に女性・未既婚問わない）

阪神圏／中京圏／首都圏在住

年収700万円／世帯収入1200万円以上

可処分所得が比較的多く、自分の癒しのために時間とお金を使いたい

仕事・家庭と忙しく、以前に比べて不調を感じるようになった

心身をいやす必要性を感じているウエルネス志向がある。

〇Secondary Target：

●都市部在住のファミリー層の里山体験需要

●都市部企業の企業研修需要

●インバウンドの里山体験需要
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【ときめきウエルネス事業】

月ヶ瀬 都会

コミュニティ
農園

コミュニティ
BAR

宿泊
ウエルネス
商品

長期滞在して
ゆったり過ごす

地域の方たちと
飲んで交流

月ヶ瀬のときめきを、ご自宅へ。
忙しい都会暮らしでも、

月ヶ瀬の恵み、自然のリズムを感じ
健やかな暮らしを続けて欲しい。

そんな願いで生まれた
和ハーブのセルフケアシリーズです。

DEEPに
里山

ワーク
ショップ

和ハーブによる、ウエルネス体験

和ハーブ
栽培

和ハーブの聖地・月ヶ瀬：梅・お茶・野の和ハーブ

和ハーブ体験
1000年培われてきた

文化と自然

和ハーブ協会の法人会員
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【ターゲット女性の不調とは】

• 疲れがとれにくい
• 代謝が悪くなった
• 何をやっても回復しない
• 更年期障害の症状がつらい

サプリメントジプシーに・・・

救いを求めて
たくさんのサプリを常用

いいといわれると
ついつい頼んでしまう

広告代理店／マーケティングコンサル時代に
３００人以上の女性たちにインタビュー
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女性独特の不調の多くは

「血の道症」や自立神経系のアンバランスによるものです。

五感、血のめぐりを大切にする生活習慣に

「和ハーブ」を取り入れ、いのちのリズムや循環を意識的に感じる

瞑想的な時間を作ることをお勧めしています。

産婦人科医・統合医療コーディネーター
小林桜先生
※弊社HPより

※「血の道症」とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期等女
性のホルモンの変動に伴ってあらわれる精神不安やいらだ
ち等の精神神経症状及び身体症状のこと
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日本人が昔から活用してきた

和ハーブの自然の力を活かして

❝これだけ❞で、

身体が整うものを創れたら…

生活習慣の改善にも貢献したい！
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月ヶ瀬和ハーブティー

内側ケア（飲む）

月ヶ瀬和ハーブ
バスソルト

外側ケア（入浴）

月ヶ瀬和ハーブ
月巡（つきめぐり）シリーズ

月のリズムで、女性の巡りを整える。

― 今の自分に合わせて選ぶ ―
体調・気分・時間帯に合わせて選べる設計。

月
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
選
ぶ

2000円（外税）～／25ｇ

2500円（外税）／160ｇ

月ヶ瀬和ハーブベースドリンク

続けて飲むことで巡りの土台を整える

3000円（外税）／300ml
1500円（外税）／100ml

【薬膳講師・管理栄養士 監修】

浄
きよめ

満
みちる

巡
めぐる

更
ゆらぎ
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女性の巡りを
考えた

16種類
の

植物成分

月ヶ瀬和ハーブベースドリンク(コーディアルドリンク)
月ヶ瀬の梅（シロップの梅をアップサイクル）・お茶・大和当帰葉

を中心に１６種類の植物成分

続けて飲むことで巡りの土台を整える
薬膳講師・管理栄養士監修
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ノンアルコールの

薬用酒を目指して作りました。

月巡・監修者：上海中医薬大学 日本校 薬膳講師
管理栄養士/中医薬膳指導士

清水幸子先生
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月巡
月ケ瀬和ハーブベースドリンクの
設計思想

テーマ 使用素材 期待する方向性

温め・冷え対策
大和当帰葉・シナモン・
ジンジャー・クローブ

温活、巡り、冷えケア

巡り・軽やかさ
梅・カルダモン・橘・
コリアンダー

巡り、気分転換、重だるさ対策

リラックス・ゆらぎ ほうじ番茶・芍薬花・橘
ほっとする時間、
女性のゆらぎケア

美容・養生 ローズヒップ・ナツメ 美容、女性のケア

飲みやすさ
安全安心原料

てんさい糖・きび糖・
レモン

添加物のないナチュラルな原料を
使用する

女性の巡りを
考えた

16種類
の

植物成分
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メイン素材

月ヶ瀬産梅の実 月ヶ瀬産有機ほうじ茶 大和当帰葉

有機無農薬栽培で
全国にファンを持つ茶園

廃棄している
梅シロップの実を
アップサイクル

国産の当帰は貴重
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大和当帰について

• 「大和当帰（ヤマトトウキ）」は、奈良県を中心とする
大和地方で古くから栽培されてきたセリ科の薬用
植物。

• 根が、婦人病や冷え性に効く漢方薬（当帰芍薬散
など）の原料として用いられています。

• 「当（まさ）に帰る」という名前の由来には、服用した
病弱な女性（嫁）が健康を取り戻し、実家から夫の
元へ帰ることができたという中国の故事があります。

• 漢方薬の6割に入っているベース生薬です。

• 葉にも血流促進効果があることが、証明されていま
す。

出典：生薬の医薬品以外の部位を食品に利用するための加工技術の開発（第一報）

大和当帰葉のエビデンス
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月巡
月ケ瀬和ハーブベースドリンクの飲み方

続けて飲んでもらいたいので、
おいしく、続けやすい味を追求し、
4回試作品を作りました。

飲料としては3－4倍に薄めてお飲みください。

〇炭酸で割ってクラフトコーラとして
〇お湯で割って、ほっとするドリンクに
〇ヨーグルトソースとしても、おいしくいただけます

〇「スムージーに入れると、おいしく身体が温まるのを感じる」
という、ユーザーのお声も届いています。
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女性の月のリズムに合わせたブレンド
生理周期や体調・時間に合わせて選ぶ

月のリズムで、女性の巡りを整える。

内側（飲む） 外側（入浴） 日々の暮らし＋ ＋

浄
きよめ

満
みちる

巡
めぐる

更
ゆらぎ

五感を開き
自然のリズムを
感じながら生きる

新月期ブレンド
デトックス・手放す・静寂

上弦～満月期ブレンド
補血・滋養・満ちる

下弦～月経期ブレンド
温める・巡らせる・緩める

更年期世代の揺らぎに
配慮したブレンド

月ヶ瀬和ハーブティー 和ハーブバスソルト
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月巡
月ケ瀬 和ハーブティー
設計思想

テーマ 目指す方向性 原料

新月期ブレンド デトックス・手放す・静寂
緑茶・ハトムギ・ドクダミ・ヨモギ
梅干

上弦～満月期ブレンド 補血・滋養・満ちる
ほうじ茶・桑の葉茶・クコ・ナツメ
当帰葉

下弦～月経期ブレンド 温める・巡らせる・緩める
和紅茶・シナモン・橘皮・杜仲茶
当帰葉

更年期ブレンド
更年期世代の揺らぎに
配慮したブレンド

黒豆茶・当帰葉・芍薬花・生姜

浄
きよめ

満
みちる

巡
めぐる

更
ゆらぎ
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月巡
月ケ瀬 和ハーブバスソルト
設計思想

テーマ 目指す方向性 原料

新月期ブレンド デトックス・手放す・静寂 桜の花・よもぎ・かきどうし（連銭
草）

上弦～満月期ブレンド 補血・滋養・満ちる バラ・ネトル・ローズマリー

下弦～月経期ブレンド 温める・巡らせる・緩める ジャスミン・橘葉・ローズヒップ

更年期ブレンド
更年期世代の揺らぎに
配慮したブレンド

当帰葉・生姜・芍薬花・ヨモギ

浄
きよめ

満
みちる

巡
めぐる

更
ゆらぎ

塩（海塩）を使ったバスソルト：ミネラル分が豊富に含まれる
パキスタンの産地のものを、奈良で浴用に加工したものを使用
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メディア露出／展示会出展
• 3月12日 公式HPオープン

https://ametsuchikaeru.jp/

• 3月13日プレスリリース配信

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000003.000179074.html

【メディア】

4月17日 毎日新聞 掲載
6月6日 奈良新聞 掲載
6月14日 毎日新聞／奈良新聞 掲載
6月16日 朝日新聞 掲載
6月20日 NHKニュース／奈良テレビニュース 放映

【展示会・出店】
2026年5月23日宇陀松山薬草発酵博覧会 出店
2026年6月23日 Tokyo Innovation Base TiB PITCH フード部門採択決定
2026年7月31日～9月30日 TiB出店
2026年8月19、20日 「第19回アグリフードEXPO東京」奈良県ブース出展選出
2027年3月「FOODEX JAPAN 2027」奈良県ブース出展選出

梅採り・梅仕事WS取材
人物紹介

女性審査員・女性来場者から
コンセプトへの共感と、
試飲での高い評価
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出店計画

• 自社EC：
– お得な定期便の導入で、長期需要を狙う

• 現地付近での販売
– 月ヶ瀬ワーケーションルームONOONO
– 2年連続・道の駅日本一：みなみやましろ道の駅
– 奈良の物産を扱うアンテナショップ

• 都市部の販売（想定）
– ヘルス＆ビューティー、フェムケアコンセプトのショップ
（物販・カフェ・サロン等）を開拓
• 伊勢丹ビューティアポセカリー
• コスメキッチン 等

都市部での販路拡大を目指しています

2026年5月23日発売開始
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ワークショップ
都会より多くの参加者～年間通じた体験を創出
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コミュニティ農園開始

• 大和当帰～自社製品へ

• 大豆～枝豆収穫～味噌の仕込みWSへ
自社農園で育てた大和当帰葉を
月巡商品の原料として使用予定
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【ロードマップ 2026–2030】

2026年            ：ワークショップ・商品
地域団体や企業、生産者との緊密な連携で、新たな価値と雇用創造の基盤を作る
WSや商品からファンを醸成し、クラファンを成功させ、資金調達を有利に進める
グロービス経営大学院アルムナイや東京でのネットワークを活用して共創してくれる仲間と共創

2027、8年       ：コミュニティーバー・民泊開始

古民家一棟貸し宿泊事業＋環境、再生型コミュニティ農園スタート

2029年 ：宿泊＋農園＋教育体験を統合した再生型モデル

2030年〜       ：地域と一体になり月ヶ瀬リジェネモデルを全国・世界へ

観光＋αの価値を、月ヶ瀬エリアに創り、新たな雇用を生んでいく

7000㎡の森林をベースに、理想のコミュニティフォレストを創り、地域に貢献
サグラダファミリアのように、完成を目指して、
森と施設に手を入れ続ける実験場＆コミュニティ

月巡を入り口に、都市と里山を繋ぎ
多くの女性たちのウエルビーイングに貢献します。
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株式会社あめつちかえる

Regeneration Base TSUKIGASE

「ときめきを辿ったら、月ヶ瀬でした。」

ぜひ、月ヶ瀬へ遊びに来てください！
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